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Midi Madagasikara （2020.9.9掲載） 

大豊建設 

アンバトンドラザカにおけるコロナウイルスとの闘いに向け、3,462品の寄付 

 

日本企業である大豊建設が RSE（企業の社会的責任）アクションを続けている。 

今回はコロナウイルスの蔓延と対峙すべくアンバトンドラザカの県庁が寄付を受けた。 

その内訳は、マスク 3 000 枚、消毒ジェル（1L×48 本、50mL×240 本、150mL×96 本）、

消毒剤 1L×48本、石鹸 30箱。 

大豊建設の代表である Tojo Andriampenonmanana（トゥジュ アンジアンペヌンマナナ）によ

ると、今回の寄付は先の月曜日（2020.9.7）に行われた。これらの品は、保健省の代表である

Dr Fanovaharijaina Andritsimelo（ファヌヴァハリジャイナ アンジチメル）同席のもと、県知事の

Nirintsoa Rahajavololoniaina（ニリンツゥア ラハジャヴルルニアイナ）が受け取った。 

大豊建設はこれまでにも内田基金による奨学金をはじめ他の分野でも貢献しており、今回

のアクションが初めてではない。大豊建設は永年にわたりマダガスカルの発展プロセスの一

環としてこのような活動を続けている。 


